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    本砺究は, 3母音と 22子音 (摩擦, 破裂, 破擦, 通鼻および弾音) 発語時に検出される電気的
   なパラトグラ ムの型およ び規模と 目蓋の 諸形態との関係を推計学的に検討 したものであ る。
    え られた研究成果はつ ぎの通りであ る。
    1) 音節は発語時に舌が口蓋に接する際にみられる 閉鎖帯の部位や 有無によって 分類される。
   すなわち, 閉鎖帯が口蓋前部にある前閉鎖帯形成型には破裂子音 (〔ta〕, 〔te〕 および 〔to〕), 破擬
  子音 (〔t∫圭〕, 乱tsu〕 および 〔t∫a〕), 通鼻音 (恥a〕, 胎。〕, 〔費i〕 および 〔pa〕) および弾子音(〔ra〕
i および 〔ru〕)が, 閉鎖帯が口蓋後部にある後閉鎖帯形成型には破裂子音(〔k主〕)が, さらに閉鎖
   帯が全く硬目蓋上でつくられることのない閉鎖帯非形成型には母音 (〔i〕, 〔e〕 および 〔u〕), 摩擦
  子音 (〔sa〕, 〔su〕, 〔se〕, 〔so〕, 〔∫i〕, 〔∫a〕 および 〔gi〕) および破裂子音 (〔ku〕 および 〔ga〕)
   が, それぞれ属することが明 らかになった。
    2) 本研究での調査対象と した音節の パラトグラムの型の種類は 閉鎖帯形成型や非形成型のも
   のを合わせると19種の多くにのぼる。 音節によっては, 子音 〔sa〕, 〔ta〕 および 〔Ra〕 のように,
   それぞれのパラ トグラムの型は1種類のものもあれば, 母音 〔e〕 のように, そのパラトグラムは
    6種類の型に区別されるものもある。
    3) 口蓋諸形態と各音節に出現するパラトグラム の形にはつぎのような関係がみられる。 すな
   わち, 目蓋前部の 近遠心的沓曲の状態は母音 〔i〕 と子 音 〔gi〕, 口蓋中央部の費隆状態は母 音 〔e〕,
    q蓋後部の近遠心性の蛮曲状態は子音 〔∫i〕 および Lgi〕, さらに鶏蓋後部の 側方性蛮曲の状態は
  母音 〔圭〕 と子音 〔∫1〕, 〔ki〕, 〔gi〕 および 〔pi〕 のそれぞれの発語時における母音 〔i〕 を含んだ音
   節のパラトグラムの出現の型 (系) に関連性があるものと考え られる。
    4) 口蓋の諸測度および 諸径と各音締に出現する パラトグラム の規模にはつぎのような関係が
  み・られる。 すなオつち, 目蓋後部に二おける前頭臨画の大きさξま閉鎖帯非形成型の母音 〔i〕 のパラ トグ
lii ラムのq蓋正中線への近接状態と後閉鎖帯形成型の母膏 〔圭〕 を含んだ子音 〔ki〕 のパラトグラム後
1 端の近齢艀練, 囑後部の騰堤の齪醐鎖帯非形成聖母敵烈捧よび 〔,〕, 子音
il 〔sa〕, 〔∫a〕, 〔ku〕 および 〔ga〕 と前閉鎖帯形成型の子音 〔ta〕, 〔tsの および〔na〕 のパラトグラ
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 本研究は音節の調音調整のための 上顎義歯床作製時の 基礎資料を得ることを目的と して, 3母
 音, 22 子音の各音節の発語時にみられる電気的パラトグラムと臼蓋の形態との関係を健全な 15 名
 の被験者について調査 したものであ り, 得 られた結論は下記のとおりであ る。
 1. 音節によっては, そのパラトグラムの形に個体差の著しい場合もあるが, 本研究に採用した
 音節の範囲内では, 総計6系列 19 種類のパラトグラムの形がみ られた。
 2. 膏節は発語時のパラトグラムの形状, すなわち舌が口蓋に接する際にみられる閉鎖帯の部位
 や有無によって, 閉鎖帯が口蓋前部にある前閉鎖帯形成型, 皿蓋後部にある後閉鎖帯形成型,
 さ らに閉鎖帯が硬目蓋上に形成されることのない閉鎖帯非形成型音節にそれぞれ分類される。
 3. 口蓋前部の近遠心的傾斜の状態は母音 〔i〕 と 子音 〔gi〕, 口蓋中央部の竃隆の状態は母音 〔e〕,
 口蓋後部の近遠心性の蛮麟状態は子音 〔ぬ〕 および 〔gま〕, さらにP蓋後部の側方性の蛮曲状態
 は母音 〔i〕, 子音 〔∫圭〕, 〔ki〕, 〔g圭〕 および 〔pi〕 のそれぞれの発語時, とくに母音 しi〕 とそれ
 に調音結合 した摩擦子音や破裂子音のパラトグラムの形に影響す る。
 4. 臼蓋後部の前頭断面の大きさは 閉鎖帯非形成型の母音 〔圭〕 のパラトグラムと購蓋正中線との
 位置関係, および後部閉鎖帯形成型の子音 〔k呈〕 のパラトグラム後端の近遠心的厚みに, 目蓋後
 部の歯槽堤の高さは閉鎖帯非形成型の母音 〔球〕 および 〔e〕, 子音 〔sa〕, 〔∫a〕, 〔k勇 および 〔ga〕
 と, 前閉鎖帯形成型の子音 〔ta〕, 〔亡Su〕 および 〔ηa〕 のパラトグラム後端の懸とに, さらに口
 蓋前部の歯槽堤の高さは前閉鎖帯形成型の子音 〔ta〕, 〔t∫1〕, 〔na〕 および ゅa〕 のパラトグラ
 ム前部の 近遠心的厚みにそれぞれ影響するところが大き い。
 以、ヒのような結論から, 上顎義歯床を装藩 した際の音節の調音調整に1は, 各音節に応 じて, 上
 顎義歯床の近遠心的ならびに側方性湾曲状態, さらに 歯槽堤の高低の形成に 留意する必要のある
 ことが明 らかにされ, 今後の歯科補綴学とくに有床義歯学の分野において 熟慮すべき基礎資料が
 得られたばかりでなく, 本研究の成果は薦科矯正, 口腔外科, 発音釧練等の臨床面や音声学等の
 分野にも役立つも の と 愚書つれる。
 以上のように本研究により, いくつかの新知見を得るとともに, 臨床面その他に貢献するとこ
 ろが大きい。 よって本研究は学位授与に値するものと判断され る。
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